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文部科学省委託「外国人児童生徒等教育を担う教員の養成・研修モデルプログラム開発事業」 

モデルプログラム（2017年度版）を活用した授業・研修事例 

現職教員の研修 No.1  

モデルプログラム検証  

 カリキュラム（実施計画）概要（複数回の場合）  

  

研修・養成の別 （ 〇研修 / 養成 ）   

実施機関：京都市教育委員会指導部学校指導課  

 実施事業名：「日本語指導担当教員指導力向上セミナー」 

  実施日：平成 30年 9月 21日・平成 31年 1月 23日 

  受講者：日本語指導担当教員（教諭・常勤講師・非常勤講師）， 

特別の教育課程による日本語指導対象児童生徒在籍校教員，日本語指導ボランティア 

企画担当者：大菅 佐妃子（京都市教育委員会指導部学校指導課 指導主事） 

  本事業担当部会員：浜田 麻里・中山 あおい 

 

 日時 研修名 項目（内容構成表の番

号付き項目） 

下位項目（内容の細目）（分） 

下線：内容構成表に無い項目 

活動のタイプ 

１ 9月 21日

（３Ｈ） 

 

 

日本語指

導担当教

員指導力

向上セミ

ナー④ 

 

【テーマ】 

ＪＳＬカ

リキュラ

ムの授業

づくり 

⑰日本語指導の理論

と方法 

⑳教科の内容 

「ＪＳＬカリキュラムの授業づ

くり」 

○日本語の授業づくり（実態把

握，目標の立て方，授業の組

み立て，評価） 

○教科の内容とその系統性 

「ＪＳＬカリキュラムの授業の

実際」 

○日本語の授業づくり（目標を

達成するための学習活動と支

援） 

講義 

※ペアワーク

を含む講義 

 

 

 

実践紹介 

※ペアワーク

を含む実践紹

介 

 

２ 1月 23日 

（３Ｈ） 

日本語指

導担当教

員指導力

向上セミ

ナー⑥ 

【テーマ】 

ＪＳＬカ

リキュラ

ムの授業 

⑰日本語指導の理論

と方法 

⑳教科の内容 

○21在籍学級での支援 

「ＪＳＬカリキュラムの授業」 

○日本語の授業づくり（実態把

握，目標の立て方，授業の組み

立て，評価） 

○教科の内容とその系統性 

○学習参加のための支援 

授業研究 

 

①提案授業 

②研究協議 

③共有 

④指導助言 

 


